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更
新

歌
木
簡
：
滋
賀
・
紫
香
楽
宮
跡
で
発
見

万
葉
集
の
成
立
過
程
に
光

奈
良
時
代
に
聖
武
天
皇
が
造
営
し
た
紫
香
楽
宮
（
し
が
ら
き
の
み
や
）
の
跡
と
さ
れ
る
宮
町
遺
跡
（
滋
賀
県
甲
賀
市
信

楽
町
）
で
出
土
し
た
木
簡
（
８
世
紀
中
ご
ろ
）
に
、
日
本
最
古
の
歌
集
で
あ
る
万
葉
集
に
収
録
さ
れ
た
「
安
積
山
（
あ
さ

か
や
ま
）
の
歌
」
が
書
か
れ
て
い
た
と
２
２
日
、
市
教
委
が
発
表
し
た
。
万
葉
歌
が
木
簡
で
見
つ
か
っ
た
の
は
初
め
て
。

万
葉
集
と
は
表
記
が
全
く
異
な
っ
て
い
た
。
も
う
一
つ
の
面
に
は
「
難
波
津
（
な
に
わ
づ
）
の
歌
」
が
書
か
れ
て
お
り
、

こ
の
２
首
を
歌
の
手
本
と
す
る
伝
統
が
、
平
安
時
代
に
編
さ
ん
さ
れ
た
古
今
和
歌
集
の
時
代
か
ら
万
葉
集
の
時
代
ま
で
約

１
５
０
年
さ
か
の
ぼ
っ
て
確
か
め
ら
れ
た
。
日
本
文
学
の
成
立
史
に
見
直
し
を
迫
る
画
期
的
な
実
物
史
料
と
な
る
。

「
歌
木
簡
」
は
９
７
年
、
宮
殿
の
排
水
路
と
推
定
さ
れ
る
溝
か
ら
出
土
し
た
。
長
さ
７
．
９
セ
ン
チ
と
１
４
セ
ン
チ
の

２
片
に
分
か
れ
、
幅
は
最
大
２
．
２
セ
ン
チ
。
万
葉
集
に
な
く
、
木
簡
な
ど
で
残
る
難
波
津
の
歌
の
一
部
が
書
か
れ
て
い

る
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
た
が
、
厚
さ
が
約
１
ミ
リ
し
か
な
く
、
木
簡
の
表
面
を
削
っ
た
く
ず
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
栄
原

永
遠
男
（
さ
か
え
は
ら
と
わ
お
）
・
大
阪
市
立
大
教
授
が
昨
年
１
２
月
に
調
べ
直
し
て
見
つ
か
っ
た
。

史
跡
紫
香
楽
宮
跡
か
ら
出
土
し
た
万
葉
集
の
歌
が
書
か
れ
た
木
簡
＝
滋
賀
県
甲
賀
市
で
２

０
０
８
年
５
月
１
４
日
、
森
園
道
子
撮
影
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両
面
と
も
日
本
語
の
１
音
を
漢
字
１
字
で
表
す
万
葉
仮
名
で
墨
書
さ
れ
、
安
積
山
の
歌
は
「
阿
佐
可
夜
（
あ
さ
か
や
）
」

「
流
夜
真
（
る
や
ま
）
」
の
７
字
、
難
波
津
の
歌
は
「
奈
迩
波
ツ
尓
（
な
に
は
つ
に
）
」
な
ど
の
１
３
字
が
奈
良
文
化
財

研
究
所
の
赤
外
線
撮
影
で
確
認
さ
れ
た
。
文
字
の
配
列
な
ど
か
ら
元
の
全
長
は
２
尺
（
約
６
０
．
６
セ
ン
チ
）
と
推
定
さ

れ
る
。
字
体
や
大
き
さ
が
異
な
り
、
別
人
が
書
い
た
と
の
見
方
が
強
い
。

万
葉
集
は
全
２
０
巻
の
う
ち
、
安
積
山
の
歌
を
収
め
た
巻
１
６
ま
で
が
７
４
５
年
以
降
の
数
年
で
編
さ
ん
さ
れ
た
と
さ

れ
る
。
木
簡
は
一
緒
に
出
土
し
た
荷
札
の
年
号
か
ら
７
４
４
年
末
～
７
４
５
年
初
め
に
捨
て
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
、
万

葉
集
の
編
さ
ん
前
に
書
か
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
約
４
０
０
年
後
の
写
本
で
伝
わ
る
万
葉
集
で
は
訓
読
み
の
漢
字
（
訓
字
）

主
体
の
表
記
に
な
っ
て
お
り
、
編
さ
ん
時
に
万
葉
仮
名
が
改
め
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

２
首
は
、
古
今
和
歌
集
の
仮
名
序
（
９
０
５
年
）
に
「
歌
の
父
母
の
よ
う
に
初
め
に
習
う
」
と
記
さ
れ
、
源
氏
物
語
な

ど
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
筆
者
の
紀
貫
之
の
創
作
の
可
能
性
も
あ
っ
た
が
、
古
く
か
ら
の
伝
統
を
踏
ま
え
て
い
た

こ
と
が
わ
か
っ
た
。
【
近
藤
希
実
、
大
森
顕
浩
】

〈
難
波
津
の
歌
〉

難
波
津
に
咲
く
や
（
木
こ
）
の
花
冬
こ
も
り
今
は
春
べ
と
咲
く
や
木
の
花

（
訳
）
難
波
津
に
梅
の
花
が
咲
い
て
い
ま
す
。
今
こ
そ
春
が
来
た
と
て
梅
の
花
が
咲
い
て
い
ま
す

〈
安
積
山
の
歌
〉

安
積
山
影
さ
へ
見
ゆ
る
山
の
井
の
浅
き
心
を
我
が
思
は
な
く
に

（
安
積
香
山

影
副
所
見

山
井
之

浅
心
乎

吾
念
莫
国
）

（
訳
）
安
積
山
の
影
ま
で
も
見
え
る
澄
ん
だ
山
の
井
の
よ
う
に
浅
い
心
で
わ
た
し
は
思
っ
て
お
り
ま
せ
ぬ

（
い
ず
れ
も
「
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
」
小
学
館
よ
り
。
「
安
積
香
山
」
の
表
記
は
、
万
葉
集
の
原
文
）
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【
こ
と
ば
】
万
葉
集

奈
良
時
代
編
さ
ん
の
日
本
最
古
の
歌
集
。
全
２
０
巻
に
約
４
５
０
０
首
あ
り
、
主
に
飛
鳥
時
代
か
ら
奈
良
時
代
に
か
け

て
の
歌
を
収
録
。
歌
人
と
し
て
は
柿
本
人
麻
呂
、
山
上
憶
良
、
大
伴
家
持
、
額
田
王
な
ど
が
知
ら
れ
る
。
天
皇
や
皇
后
な

ど
の
皇
族
の
ほ
か
、
東
北
や
関
東
な
ど
の
民
謡
「
東
歌
（
あ
ず
ま
う
た
）
」
や
、
九
州
沿
岸
の
防
衛
に
徴
集
さ
れ
た
防
人

（
さ
き
も
り
）
の
歌
な
ど
も
収
録
し
、
作
者
層
が
幅
広
い
の
が
特
徴
。

【
こ
と
ば
】
紫
香
楽
宮

奈
良
時
代
半
ば
の
７
４
２
年
、
聖
武
天
皇
が
造
営
を
始
め
、
７
４
５
年
に
難
波
宮
（
な
に
わ
の
み
や
）
か
ら
遷
都
し
た

が
、
地
震
や
山
火
事
が
相
次
ぎ
、
５
カ
月
で
平
城
京
に
都
が
移
っ
た
。
公
式
儀
礼
を
行
う
中
枢
建
物
「
朝
堂
」
の
跡
が
宮

町
遺
跡
で
０
１
年
に
確
認
さ
れ
た
が
、
全
容
は
不
明
。

毎
日
新
聞

2
0
0
8

年5

月2
2

日

1
9

時5
5

分
（
最
終
更
新

5

月2
2

日

2
0

時1
2

分
）

紫
香
楽
宮
跡
か
ら
出
土
の
木
簡
に
「
万
葉
集
」
の
和
歌

万
葉
集
に
収
録
さ
れ
た
「
安
積
山
の
歌
」
の
一
部
が
書
か
れ
た
木
簡
。
上
部

に
「
阿
」

の
字
が
読
め
る

奈
良
時
代
に
聖
武
天
皇
が
造
営
し
た
紫
香
楽
宮(

し
が
ら
き
の
み
や)
（
７

４
２
～
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７
４
５
年
）
が
あ
っ
た
滋
賀
県
甲
賀
市
の
宮
町
遺
跡
で
出
土
し
た
木
簡
に
、
万
葉
集
に
収
め
ら
れ
た
和
歌
が
記
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
分
か
り
、
市
教
委
が
２
２
日
、
発
表
し
た
。

万
葉
歌
が
書
か
れ
た
木
簡
が
見
つ
か
っ
た
の
は
初
め
て
。
古
今
和
歌
集
（
平
安
時
代
）
の
仮
名
序
で
、
紀
貫
之
が
「
歌

の
父
母(

ち
ち
は
は)

」
と
位
置
づ
け
た
「
安
積(

あ
さ
か)

（
香
）
山(

や
ま)

の
歌
」
の
一
部
で
、
片
面
に
は
対
と
な
る
「
難

波
津(

な
に
わ
づ)

の
歌
」
が
記
さ
れ
て
い
た
。
木
簡
の
年
代
は
、
万
葉
集
が
編
纂(

へ
ん
さ
ん)

さ
れ
た
の
と
ほ
ぼ
同
時
期

に
あ
た
り
、
日
本
最
古
の
歌
集
の
成
立
を
考
え
る
う
え
で
極
め
て
重
要
な
発
見
と
な
る
。

木
簡
に
は
、
万
葉
集
巻
１
６
に
収
め
ら
れ
た
「
安
積
香
山
影
さ
へ
見
ゆ
る
山
の
井
の
浅
き
心
を
我
が
思
は
な
く
に
」
の

う
ち
、
１
字
で
１
音
を
表
す
万
葉
仮
名
で
「
阿(

あ)

佐(

さ)

可(

か)

夜(

や)

」
と
「
流(

る)

夜(

や)

真(

ま)

」
の
計
７
文

字
の
墨
書
が
判
読
で
き
た
。

歌
の
大
意
は
「
（
福
島
県
の
）
安
積
山
の
影
ま
で
映
す
山
の
泉
ほ
ど
、
私
の
心
は
浅
く
あ
り
ま
せ
ん
」
。
陸
奥
国
に
派

遣
さ
れ
た
葛
城(

か
つ
ら
ぎ)

王
が
国
司
の
接
待
が
悪
く
て
立
腹
し
た
が
、
か
つ
て
王
の
采
女
だ
っ
た
女
性
が
機
転
を
き
か
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せ
て
こ
う
詠
ん
だ
の
で
、
王
は
機
嫌
を
直
し
た
と
い
う
注
が
歌
に
添
え
ら
れ
て
い
る
。

出
土
し
た
木
簡
の
デ
ジ
タ
ル
赤
外
線
写
真
。
左
に
万
葉
集
に
収
録
さ
れ
た
「
安
積
山
の
歌
」
の
一
部
、

右
に
「
難
波
津
の
歌
」
の
一
部
が
書
か
れ
て
い
た
＝
滋
賀
県
甲
賀
市
教
委
提
供

木
簡
は
、
宮
殿
中
枢
部
の
西
約
２
２
０
～
２
３
０
メ
ー
ト
ル
の
大
溝
か
ら
１
９
９
７
年
度
の
発
掘
調
査
で
出
土
し
た
。

長
さ
７
・
９
セ
ン
チ
と
１
４
セ
ン
チ
の
二
つ
に
割
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
幅
２
・
２
セ
ン
チ
、
厚
さ
１
ミ
リ
。
本
来
の
長

さ
は
約
６
０
セ
ン
チ
と
推
定
さ
れ
、
儀
式
や
宴
会
で
詠
み
上
げ
る
の
に
使
っ
た
「
歌
木
簡
」
と
み
ら
れ
る
。
７
４
４
年
末

～
７
４
５
年
初
め
に
捨
て
ら
れ
た
ら
し
い
。

全
国
の
「
歌
木
簡
」
を
調
べ
て
い
た
栄
原
永
遠
男(

さ
か
え
は
ら
と
わ
お)

・
大
阪
市
立
大
教
授
（
古
代
史
）
が
、
宮
町

遺
跡
出
土
の
「
難
波
津
の
歌
」
木
簡
の
裏
に
墨
痕
が
あ
る
の
を
偶
然
見
つ
け
た
。
木
簡
は
薄
い
た
め
、
片
面
に
し
か
書
か

れ
て
い
な
い
削
り
屑(

く
ず)

と
み
ら
れ
て
い
た
。

万
葉
集
は
７
４
５
年
以
降
の
数
年
間
に
巻
１
５
ま
で
と
付
録
が
成
立
し
、
巻
１
６
は
付
録
を
増
補
し
て
独
立
さ
せ
た
と

す
る
説
が
有
力
。
今
回
の
木
簡
は
、
万
葉
集
完
成
前
に
書
か
れ
た
可
能
性
が
強
く
、
市
教
委
は
「
こ
の
歌
が
当
時
、
広
く
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流
布
し
て
お
り
、
そ
れ
を
万
葉
集
に
収
録
し
た
の
だ
ろ
う
」
と
推
測
し
て
い
る
。

「
難
波
津
の
歌
」
が
書
か
れ
た
木
簡
や
土
器
は
全
国
で
三
十
数
点
が
出
土
し
て
い
る
。
万
葉
集
に
は
収
録
さ
れ
て
い
な

い
が
、
古
今
和
歌
集
の
仮
名
序
で
は
、
「
安
積
香
山
の
歌
」
と
の
２
首
を
、
手
習
い
の
最
初
の
歌
と
紹
介
。
今
回
の
発
見

で
、
こ
れ
ら
を
一
対
と
す
る
伝
統
が
、
仮
名
序
を
１
６
０
年
さ
か
の
ぼ
る
奈
良
時
代
か
ら
続
い
て
い
た
こ
と
も
明
ら
か
に

な
っ
た
。

２
５
日
午
後
１
時
か
ら
、
甲
賀
市
信
楽
町
の
信
楽
中
央
公
民
館
で
報
告
会
を
開
き
、
２
６
～
３
０
日
、
同
市
の
宮
町
多

目
的
集
会
施
設
で
展
示
す
る
。

（2
0
0
8

年5

月2
2

日2
1

時5
3

分

読
売
新
聞
）

「
安
積
香
山
…
」

万
葉
集
の
歌
、
墨
書
の
木
簡
見
つ
か
る

滋
賀

2
0
0
8

年0
5

月2
2

日2
0

時0
7

分

滋
賀
県
甲
賀
市
教
委
は
２
２
日
、
奈
良
時
代
に
聖
武
天
皇
が
造
営
し
た
紫
香
楽
宮
（
し
が
ら
き
の
み
や
）
跡
と
さ
れ
る

同
市
信
楽
町
の
宮
町
遺
跡
（
８
世
紀
中
ご
ろ
）
か
ら
、
国
内
最
古
の
歌
集
の
万
葉
集
の
歌
が
墨
書
さ
れ
た
木
簡
が
見
つ
か

っ
た
と
発
表
し
た
。
万
葉
集
収
録
の
歌
が
書
か
れ
た
木
簡
が
確
認
さ
れ
た
の
は
初
め
て
。
出
土
し
た
他
の
木
簡
に
記
載
さ

れ
た
年
号
か
ら
、
こ
の
歌
が
収
め
ら
れ
た
万
葉
集
１
６
巻
の
成
立
（
７
５
０
年
前
後
）
よ
り
数
年
か
ら
十
数
年
前
に
書
か
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れ
た
と
み
ら
れ
る
。

木
簡
は
上
下
二
つ
に
分
か
れ
て
出
土
し
、
上
部
は
長
さ

７
．
９
セ
ン
チ
、
下
部
は
１
４
セ
ン
チ
、
い
ず
れ
も
幅
２
．

２
セ
ン
チ
、
厚
さ
１
ミ
リ
。
上
部
の
片
側
に
は
漢
字
１
字

を
１
音
で
表
記
す
る
万
葉
仮
名
で
「
阿
佐
可
夜
（
あ
さ
か

や
）
」
、
下
部
に
は
「
流
夜
真
（
る
や
ま
）
」
と
書
か
れ
て

い
る
。
万
葉
集
１
６
巻
に
は
、
陸
奥
国
に
派
遣
さ
れ
た
葛

城
王
を
も
て
な
し
た
前
（
さ
き
）
の
采
女
（
う
ね
め
）
＝

元
の
女
官
＝
が
、
王
の
心
を
解
き
ほ
ぐ
す
た
め
宴
席
で
詠

ん
だ
「
安
積
香
山
（
あ
さ
か
や
ま
）
影
さ
へ
見
ゆ
る
山
の
井
の
浅
き
心
を
我
が
思
は
な
く
に
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

別
の
片
側
に
も
「
奈
迩
波
ツ
尓
（
な
に
は
つ
に
）
」
「
夜
己
能
波
（
や
こ
の
は
）
」
「
由
己
（
ゆ
ご
）
」
と
あ
り
、
１
０
世

紀
初
め
の
平
安
時
代
に
編
さ
ん
さ
れ
た
古
今
和
歌
集
収
録
の
「
難
波
津
（
な
に
は
つ
）
に
咲
く
や
こ
の
花
冬
ご
も
り
今
は

春
べ
と
咲
く
や
こ
の
花
」
の
一
部
と
み
ら
れ
る
。
「
難
波
津
」
の
歌
が
書
か
れ
た
木
簡
は
大
阪
市
中
央
区
の
難
波
宮
跡
な

ど
で
見
つ
か
っ
て
い
る
。

木
簡
の
元
の
長
さ
は
文
字
の
大
き
さ
か
ら
約
６
０
セ
ン
チ
と
推
定
。
宮
廷
の
儀
式
や
歌
会
な
ど
で
用
い
ら
れ
た
可
能
性

が
高
い
と
み
て
い
る
。

市
教
委
は
２
５
日
午
後
１
時
か
ら
同
市
内
の
信
楽
中
央
公
民
館
で
報
告
会
を
開
き
、
木
簡
を
展
示
す
る
。
定
員
１
５
０

人
（
先
着
順
）
。
２
６
～
３
０
日
に
も
同
市
内
の
宮
町
多
目
的
集
会
施
設
で
展
示
す
る
。
い
ず
れ
も
無
料
。

- 8 -
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2
0
0
8
.
5
.
2
2

2
0
:
1
0

【
万
葉
歌
木
簡
】
「
こ
り
ゃ
、
え
ら
い
こ
っ
ち
ゃ
」
発
見
の
瞬
間

「
『
阿
佐
可
（
あ
さ
か
）
』
は
す
ぐ
に
読
め
た
。
瞬
間
的
に
万
葉
歌
だ
と
直
感
、
ド
キ
ッ
と
し
た
。
あ
の
古
今
集
の
セ

ッ
ト
関
係
や
、
こ
り
ゃ
、
え
ら
い
こ
っ
ち
ゃ
と
…
」

大
阪
市
立
大
大
学
院
の
栄
原
（
さ
か
え
は
ら
）
永
遠
男
（
と
わ
お
）
教
授
（
日
本
古
代
史
）
は
、
そ
の
瞬
間
の
興
奮
を

今
も
忘
れ
な
い
。

木
簡
学
会
会
長
で
あ
る
栄
原
教
授
は
昨
年
１
２
月
１
日
、
そ
れ
ま
で
習
書
や
落
書
き
と
考
え
ら
れ
て
い
た
木
簡
の
な
か

に
は
歌
会
で
使
わ
れ
た
も
の
も
あ
る
と
し
て
、
「
歌
木
簡
」
と
い
う
新
し
い
ジ
ャ
ン
ル
を
提
唱
し
た
。
紫
香
楽
宮
跡
調
査

委
員
で
も
あ
る
栄
原
教
授
が
、
同
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
木
簡
の
再
チ
ェ
ッ
ク
を
開
始
し
た
の
は
、
そ
の
直
後
だ
っ
た
。

運
命
の
瞬
間
が
訪
れ
た
の
は
、
１
週
間
あ
ま
り
後
の
１
２
月
１
０
日
。
「
難
波
津
の
歌
」
が
書
か
れ
た
木
簡
の
形
状
を

詳
し
く
調
べ
よ
う
と
、
裏
返
し
た
と
き
だ
っ
た
。
念
の
た
め
、
赤
外
線
で
も
見
た
が
、
間
違
い
な
い
。

し
か
し
読
め
た
の
は
一
部
で
、
ま
だ
万
葉
歌
と
断
定
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
奈
良
文
化
財
研
究
所
が
持
つ
、
よ
り
性

能
が
高
い
機
械
で
解
読
、
そ
の
結
果
、
残
り
の
４
文
字
が
判
明
し
た
。
そ
し
て
、
国
文
学
者
を
交
え
た
検
討
会
議
の
な
か

で
、
「
安
積
香
山
の
歌
」
で
間
違
い
な
い
と
す
る
見
解
に
至
っ
た
。

栄
原
教
授
の
定
義
に
該
当
す
る
「
歌
木
簡
」
は
こ
れ
ま
で
に
１
４
点
が
出
土
。
う
ち
「
難
波
津
の
歌
」
は
９
点
あ
る
。

「
歌
の
人
気
も
あ
る
が
、
調
査
者
が
難
波
津
の
歌
の
発
見
例
を
知
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
こ
れ
だ
け
の
数
が
見
つ
か
っ
た
。

同
じ
よ
う
に
今
回
の
発
見
が
、
万
葉
歌
木
簡
の
次
な
る
発
見
に
つ
な
が
っ
て
ほ
し
い
」

2
0
0
8
.
5
.
2
2

2
0
:
1
4
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初
出
土
の
万
葉
歌
木
簡
、
万
葉
集
の
「
原
資
料
」

(
1
/
3

ペ
ー
ジ)

万
葉
集
な
ど
が
書
か
れ
た
木
簡
に
つ
い
て
説
明
す
る
栄
原
永
遠
男
・
大
阪
市
立
大
学
教
授
＝

５
月
１
４
日
、
滋
賀
県
甲
賀
市
の
甲
賀
市
役
所
甲
南
庁
舎

成
立
当
時
の
万
葉
集
の
姿
に
、
最
も
近
づ
い
た
史
料
だ
―
。
２
２
日
に
初
の

出
土
が
発
表
さ
れ
た
「
万
葉
歌
木
簡
」
。
書
か
れ
た
の
は
、
万
葉
集
成
立
よ
り

前
だ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。「
最
古
の
歌
集
」
と
し
て
あ
ま
り
に
も
有
名
な
『
万

葉
集
』
だ
が
、
最
古
の
写
本
で
も
１
１
世
紀
半
ば
。
大
伴
家
持
ら
が
編
纂
（
へ

ん
さ
ん
）
し
た
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
」
の
姿
は
、
は
っ
き
り
と
は
分
か
っ
て
い
な
い
。

一
片
の
木
簡
の
出
土
に
よ
っ
て
謎
の
一
部
が
初
め
て
明
ら
か
に
な
り
、
国
文
学
者
や
古
代
史
学
者
を
興
奮
さ
せ
て
い
る
。

■
ナ
マ
資
料

万
葉
集
は
、
天
平
１
７
（
７
４
５
）
年
以
降
の
数
年
間
に
「
巻
１
」
か
ら
「
巻
１
５
」
が
ま
と
め
ら
れ
、
「
巻
１
６
」

と
大
伴
家
持
の
日
記
を
含
め
た
全
２
０
巻
が
７
８
３
年
ご
ろ
に
成
立
し
た
と
い
う
の
が
一
般
的
な
説
。
一
方
、
木
簡
が
棄

て
ら
れ
た
年
代
は
７
４
３
～
７
４
５
年
と
、
ほ
ぼ
特
定
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
木
簡
に
歌
が
書
か
れ
、
読
み
上
げ
ら
れ

た
の
は
、
ま
さ
に
万
葉
集
の
編
集
が
始
ま
る
直
前
だ
。

１
１
世
紀
半
ば
に
書
き
写
さ
れ
た
現
存
最
古
の
万
葉
集
は
、
「
安
積
香
山

影
さ
へ
見
ゆ
る
…
」
と
漢
字
と
平
仮
名
で

表
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
木
簡
は
、
「
阿
佐
可
夜
…
」
と
音
を
漢
字
で
表
現
す
る
万
葉
仮
名
で
記
さ
れ
て
い
た
。

こ
こ
に
研
究
者
が
着
目
す
る
。
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万
葉
学
者
で
京
都
府
立
大
学
の
山
崎
福
之
教
授
は
「
木
簡
は
こ
れ
が
万
葉
集
だ
、
と
い
う
原
史
料
。
残
さ
れ
た
最
古
の

写
本
さ
え
３
０
０
年
も
後
の
も
の
だ
け
に
、
編
集
当
時
は
ど
の
音
に
ど
の
漢
字
を
当
て
た
の
か
、
明
確
に
は
分
か
っ
て
は

い
な
い
。
今
後
大
き
な
議
論
に
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
」
と
、
発
見
の
意
義
を
説
く
。

木
簡
の
欠
け
た
部
分
を
、
万
葉
仮
名
で
推
定
復
元
し
た
愛
知
県
立
大
文
学
部
大
学
院
の
犬
飼
隆
教
授
（
言
語
学
）
は
「
音

で
伝
わ
っ
て
き
た
歌
を
万
葉
仮
名
で
木
簡
に
書
き
写
し
、
漢
字
と
い
う
文
学
的
な
衣
装
を
着
せ
て
万
葉
集
が
成
立
す
る
。

最
古
の
歌
集
が
編
集
さ
れ
た
筋
道
が
見
え
て
き
た
」
と
、
成
立
の
謎
の
解
明
を
木
簡
に
託
す
。

■
２
つ
の
歌
の
性
格

木
簡
の
両
面
に
記
さ
れ
た
「
安
積
香
（
あ
さ
か
）
山
の
歌
」
と
「
難
波
津
の
歌
」
の
２
首
は
、
９
０
５
年
に
編
ま
れ
た

『
古
今
和
歌
集
』
の
序
文
「
仮
名
序
」
で
紀
貫
之
が
、
「
難
波
津
の
歌
は
、
帝
の
御
初
め
な
り
。
安
積
山
の
言
葉
は
、
采

女
の
戯
れ
よ
り
よ
み
て
、
こ
の
二
歌
は
、
歌
の
父
母
の
や
う
に
て
ぞ
手
習
ふ
人
の
初
め
に
も
し
け
る
」
と
紹
介
。
最
初
に

覚
え
る
べ
き
和
歌
の
手
本
だ
と
い
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
年
代
が
下
っ
た
『
源
氏
物
語
』
な
ど
で
も
、
手
習
い
の
歌
と
し
て

セ
ッ
ト
で
登
場
す
る
。

「
木
簡
の
両
面
が
古
今
和
歌
集
（
の
序
文
の
２
首
）
と
、
ま
さ
に
同
じ
ペ
ア
。
す
ご
く
驚
い
た
」
と
は
、
大
阪
市
立
大

文
学
研
究
科
の
村
田
正
博
教
授
（
国
文
学
）
。
２
首
を
セ
ッ
ト
に
し
た
の
は
貫
之
の
独
創
と
も
思
わ
れ
て
い
た
も
の
が
、

実
は
そ
の
１
５
０
年
前
か
ら
セ
ッ
ト
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
と
い
う
。

万
葉
時
代
の
歌
は
、
公
的
な
「
雑
歌
」
と
恋
愛
な
ど
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
「
相
聞
歌
」
、
死
に
か
か
わ
る
「
挽
歌
（
ば
ん

か
）
」
の
３
種
類
に
大
別
さ
れ
る
。

村
田
教
授
は
「
難
波
津
の
歌
は
、
繰
り
返
し
咲
く
花
で
天
皇
家
の
繁
栄
を
表
現
し
た
、
明
る
い
気
分
に
し
て
く
れ
る
雑

歌
中
の
雑
歌
。
安
積
香
山
の
歌
は
相
手
へ
の
深
い
思
い
を
伝
え
る
相
聞
歌
で
、
子
供
に
和
歌
を
教
え
る
た
め
の
歌
と
し
て

は
適
し
て
い
る
」
と
２
首
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
必
然
性
を
説
明
。
「
幼
い
子
が
お
け
い
こ
し
て
い
る
場
面
が
伝
わ
っ
て
く

- 12 -

る
よ
う
」
と
、
木
簡
が
生
み
出
す
情
景
を
表
現
し
た
。

小
川
靖
彦
・
青
山
学
院
大
教
授
（
日
本
上
代
文
学
）
の
話

「
天
平
年
間
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
、
万
葉
集
の
木
簡
が
見
つ

か
っ
た
こ
と
は
、
大
変
興
味
深
い
。
儀
式
や
宴
会
の
場
で
使
わ
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。
『
古
今
集
仮
名
序
』
で
『
和
歌
の
父

母
』
と
記
さ
れ
た
２
つ
の
歌
が
、
セ
ッ
ト
で
あ
っ
た
こ
と
に
も
意
味
が
あ
る
。
難
波
津
の
歌
は
仁
徳
天
皇
と
い
う
古
代
の

聖
帝
を
象
徴
し
、
安
積
山
は
東
北
地
方
と
い
う
空
間
を
象
徴
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。『
和
歌
に
よ
る
時
間
と
空
間
の
支
配
』

と
い
っ
た
観
念
が
こ
の
時
期
に
す
で
に
芽
生
え
て
い
た
と
す
れ
ば
、
驚
き
と
い
う
し
か
な
い
」

2
0
0
8
.
5
.
2
2

2
0
:
4
9

万
葉
歌
木
簡
の
時
代
、
政
情
は
激
動

(
1
/
2

ペ
ー
ジ)

今
回
の
万
葉
歌
木
簡
が
書
か
れ
た
時
代
と
は
、
ど
ん
な
世
の
中
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
“
天
平
文
化
”
の
華
や
か
な
イ

メ
ー
ジ
と
は
裏
腹
に
、
朝
廷
の
内
外
で
急
速
に
力
を
つ
け
始
め
た
藤
原
氏
に
よ
る
陰
謀
が
渦
巻
く
な
ど
、
政
情
は
激
動
し

て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。

「
天
平
」
時
代
の
幕
開
け
と
な
る
天
平
元
（
７
２
９
）
年
、
天
武
天
皇
の
孫
と
い
う
名
門
皇
族
・
長
屋
王
（
な
が
や
の

お
う
）
が
「
謀
反
を
企
て
て
い
る
」
と
の
密
告
を
受
け
、
自
殺
さ
せ
ら
れ
た
。
藤
原
不
比
等
（
ふ
ひ
と
）
の
４
人
の
息
子

た
ち
に
よ
る
陰
謀
と
い
わ
れ
る
。
こ
う
し
て
権
力
を
握
っ
た
４
兄
弟
も
、
遣
唐
使
が
も
た
ら
し
た
天
然
痘
に
か
か
り
、
相

次
い
で
亡
く
な
る
。
代
わ
っ
て
政
権
を
担
当
し
た
皇
族
・
橘
諸
兄
（
た
ち
ば
な
の
も
ろ
え
）
が
反
藤
原
氏
政
策
を
と
り
、

九
州
を
統
括
し
て
い
た
藤
原
広
嗣
（
ひ
ろ
つ
ぐ
）
は
反
乱
を
起
こ
す
。

驚
い
た
聖
武
天
皇
は
平
城
京
を
離
れ
、
紫
香
楽
宮
や
恭
仁
（
く
に
）
京
（
京
都
府
木
津
川
市
）
な
ど
を
、
５
年
間
に
わ
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た
っ
て
転
々
と
す
る
。
こ
の
間
、
藤
原
仲
麻
呂
を
中
心
と
す
る
藤
原
氏
一
派
と
、
諸
兄
や
大
伴
家
持
（
や
か
も
ち
）
ら
の

反
藤
原
勢
力
の
対
立
が
続
い
た
。

緊
張
の
ま
っ
た
だ
中
に
あ
っ
た
天
平
１
６
（
７
４
４
）
年
１
月
、
聖
武
天
皇
の
皇
子
で
皇
位
継
承
も
有
力
視
さ
れ
て
い

た
安
積
（
あ
さ
か
）
親
王
が
１
７
歳
で
急
死
す
る
。
『
続
日
本
紀
』
で
は
死
因
は
脚
気
（
か
つ
け
）
だ
が
、
仲
麻
呂
に
よ

る
暗
殺
説
も
根
強
い
。

2
0
0
8
.
5
.
2
2

2
0
:
4
9

万
葉
歌
木
簡
の
時
代
、
政
情
は
激
動

(
2
/
2

ペ
ー
ジ)

「
紫
香
楽
宮
で
は
、
家
持
や
諸
兄
ら
に
よ
る
安
積
親
王
の
擁
立
運
動
が
盛
り
上
が
っ
て
い
た
。
安
積
香
（
あ
さ
か
）
山

の
歌
を
口
ず
さ
ん
で
、
同
じ
読
み
の
安
積
親
王
を
連
想
し
な
い
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
天
皇
の
治
世
の
繁
栄
を
歌
っ
た
難

波
津
の
歌
と
裏
表
な
の
は
、
示
唆
に
富
ん
で
い
る
」

こ
う
指
摘
す
る
の
は
、
奈
良
時
代
の
政
治
史
に
詳
し
い
甲
子
園
短
大
の
木
本
好
信
教
授
。
「
安
積
親
王
の
擁
立
で
安
定

し
た
国
家
を
築
こ
う
と
し
た
こ
と
を
、
２
首
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
読
み
取
る
こ
と
は
可
能
」
と
い
う
。

万
葉
歌
木
簡
の
年
代
は
７
４
３
年
秋
か
ら
７
４
５
年
春
に
か
け
て
。
安
積
香
山
の
歌
は
、
相
手
へ
の
深
い
気
持
ち
を
伝

え
る
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
親
王
追
悼
の
儀
式
で
詠
ま
れ
た
挽
歌
（
ば
ん
か
）
の
可
能
性
も
あ
る
と
、
木

本
教
授
は
み
て
い
る
。

2
0
0
8
.
5
.
2
2

1
7
:
1
5

万
葉
集
の
木
簡
が
初
出
土

紫
香
楽
宮
、
難
波
津
の
歌
も

(
1
/
3

ペ
ー
ジ)
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甲
賀
市
・
史
跡
紫
香
楽
宮
跡
出
土
木
簡

あ
さ
か
や
ま
面
（
左
）

な
に
は
つ
面
（
右
）

奈
良
時
代
に
聖
武
天
皇
が
造

営
し
た
滋
賀
県
甲
賀
市
信
楽
町
宮
町
の
紫
香
楽
宮
（
し
が
ら
き
の
み
や
）
（
７
４
２
～
７
４
５
）
跡
か
ら
平
成
９
年
に
出

土
し
た
木
簡
の
両
面
に
、
そ
れ
ぞ
れ
和
歌
が
墨
書
さ
れ
、
う
ち
１
首
が
万
葉
歌
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
、
同
市
教
委
が
２

２
日
、
発
表
し
た
。
４
５
０
０
首
以
上
の
歌
を
収
録
し
て
い
る
『
万
葉
集
』
だ
が
、
木
簡
に
記
さ
れ
た
歌
が
見
つ
か
っ
た

の
は
初
め
て
。
木
簡
は
『
万
葉
集
』
の
成
立
以
前
に
書
か
れ
た
生
々
し
い
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
史
料
で
、
歌
集
成
立
の
過
程
な

ど
を
探
る
画
期
的
な
発
見
と
し
て
注
目
を
集
め
そ
う
だ
。

木
簡
に
記
さ
れ
て
い
た
の
は
、
『
万
葉
集
』
巻
１
６
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
安
積
香
山
（
あ
さ
か
や
ま
）

影
さ
へ
見

ゆ
る
山
の
井
の

浅
き
心
を
我
が
思
は
な
く
に
」
と
、
「
難
波
津
（
な
に
わ
づ
）
の
歌
」
と
し
て
知
ら
れ
る
「
難
波
津
に

咲
く
や
木
の
花
冬
こ
も
り

今
を
春
べ
と
咲
く
や
木
の
花
」
の
一
部
。
い
ず
れ
も
漢
字
を
仮
名
的
に
用
い
た
万
葉
仮
名

で
書
か
れ
て
い
る
。

２
つ
の
断
片
に
分
か
れ
、
幅
は
い
ず
れ
も
２.

２
セ
ン
チ
、
長
さ
は
そ
れ
ぞ
れ
１
４
セ
ン
チ
と
７.

９
セ
ン
チ
。
文
字
の

大
き
さ
な
ど
か
ら
、
も
と
も
と
は
幅
３
セ
ン
チ
、
長
さ
約
６
０
セ
ン
チ
ほ
ど
と
推
定
で
き
る
。
厚
さ
は
約
１
ミ
リ
。
「
安

積
香
山
の
歌
」
は
７
文
字
が
、
「
難
波
津
の
歌
」
は
１
３
文
字
が
残
っ
て
い
た
。
同
市
教
委
は
、
儀
式
や
宴
会
で
歌
を
読

む
と
き
に
使
わ
れ
た
と
み
て
い
る
。

２
首
は
１
０
世
紀
初
頭
、
紀
貫
之
ら
が
編
纂
（
へ
ん
さ
ん
）
し
た
『
古
今
和
歌
集
』
の
「
仮
名
序
」
で
「
歌
の
父
母
（
ち

ち
は
は
）
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
歌
。
『
源
氏
物
語
』
や
『
枕
草
子
』
な
ど
で
も
手
習
い
の
歌
と
し
て
セ

ッ
ト
で
登
場
す
る
。
今
回
の
発
見
で
、
こ
の
セ
ッ
ト
関
係
が
『
古
今
和
歌
集
』
を
１
５
０
年
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
に
な
り
、

こ
れ
ま
で
謎
だ
っ
た
２
つ
の
歌
の
結
び
つ
き
に
つ
い
て
も
議
論
が
高
ま
り
そ
う
だ
。

安
積
香
山
は
福
島
県
郡
山
市
に
あ
る
山
で
、
万
葉
集
の
詞
書
（
こ
と
ば
が
き
）
に
よ
る
と
、
こ
の
歌
は
東
北
に
派
遣
さ

れ
た
葛
城
王
（
か
つ
ら
ぎ
の
お
お
き
み
）
（
の
ち
の
橘
諸
兄
（
た
ち
ば
な
の
も
ろ
え
）
）
が
国
司
の
粗
略
な
接
待
に
気
を
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悪
く
し
た
が
、
応
対
し
た
采
女
（
う
ね
め
）
が
こ
の
歌
を
詠
み
、
機
嫌
を
直
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

「
難
波
津
の
歌
」
は
、
仁
徳
天
皇
の
治
世
の
繁
栄
を
願
っ
た
歌
と
さ
れ
る
。
万
葉
集
に
は
収
め
ら
れ
て
い
な
い
が
、
奈

良
文
化
財
研
究
所
に
よ
る
と
、
こ
の
歌
が
記
さ
れ
た
木
簡
は
７
世
紀
後
半
以
降
の
３
０
例
あ
ま
り
確
認
。
古
く
か
ら
有
名

な
歌
だ
っ
た
。

木
簡
が
出
土
し
た
の
は
、
宮
殿
な
ど
の
遺
構
が
確
認
さ
れ
て
い
る
紫
香
楽
宮
中
枢
部
の
西
側
の
脇
を
流
れ
る
基
幹
排
水

路
跡
。
同
じ
個
所
か
ら
出
土
し
た
年
号
の
あ
る
木
簡
１
３
点
か
ら
、
天
平
１
５
（
７
４
３
）
年
秋
か
ら
７
４
５
年
春
に
か

け
て
棄
て
ら
れ
た
と
推
定
で
き
る
と
い
う
。

現
地
説
明
会
の
代
わ
り
に
、
５
月
２
５
日
午
後
１
時
か
ら
、
甲
賀
市
信
楽
町
長
野
の
信
楽
中
央
公
民
館
で
、
「
万
葉
歌

木
簡
記
念
講
演
会
」
が
開
か
れ
る
。

万
葉
集

現
存
最
古
の
歌
集
。
全
２
０
巻
か
ら
な
り
、
仁
徳
天
皇
か
ら
７
５
９
年
ま
で
の
和
歌
約
４
５
０
０
首
が
収
録
。

大
伴
家
持
や
橘
諸
兄
ら
が
編
集
し
た
と
さ
れ
る
。
雑
歌
（
ぞ
う
か
）
、
相
聞
歌
（
そ
う
も
ん
か
）
、
挽
歌
（
ば
ん
か
）
に

大
別
さ
れ
る
。
素
朴
で
力
強
い
歌
風
が
特
徴
で
、
文
学
的
評
価
は
高
い
。
「
巻
１
」
か
ら
「
巻
１
５
」
ま
で
が
、
７
４
５

年
以
降
の
数
年
間
に
成
立
。
今
回
の
木
簡
と
同
じ
歌
が
収
録
さ
れ
た
「
巻
１
６
」
と
家
持
の
日
記
が
そ
の
後
に
増
補
さ
れ
、

７
８
２
～
７
８
３
年
ご
ろ
に
全
２
０
巻
が
成
立
し
た
と
す
る
考
え
が
有
力
。

紫
香
楽
宮

天
平
１
４
（
７
４
２
）
年
、
聖
武
天
皇
が
近
江
国
甲
賀
郡
（
現
在
の
滋
賀
県
甲
賀
市
）
に
造
営
し
た
離
宮
。

翌
年
こ
こ
で
、
大
仏
造
立
を
発
願
し
た
。
７
４
５
年
に
「
新
京
」
と
呼
ば
れ
た
が
、
同
年
に
平
城
京
に
還
都
し
た
。
宮
町

地
区
で
昭
和
５
８
年
か
ら
行
わ
れ
た
発
掘
調
査
で
、
朝
堂
な
ど
中
心
施
設
が
検
出
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
に
平
城
京
に
次
ぐ

約
７
０
０
０
点
以
上
の
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
。

- 16 -
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万
葉
集
の
書
か
れ
た
木
簡
〔
日
本
経
済
新
聞
・2

0
0
8
.
0
5
.
2
3

朝
刊
社
会
面
〕

万
葉
集
の
木
簡
、
初
出
土

紫
香
楽
宮

編
纂
過
程
解
明
に
道

聖
武
天
皇
が
造
営
し
た
紫
香
楽
宮
（
七
四
二
－
七
四
五
年
、
滋
賀
県
甲
賀
市
）
跡
で
出
土
し
た
木
簡
に
最
古
の
歌
集
、

し

が

ら

き

の

み

や

万
葉
集
の
「
安
積
山
の
歌
」
が
書
か
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
、
市
教
委
が
二
十
二
日
発
表
し
た
。
万
葉
集
の
歌
の
木
簡

あ

さ

か

や

ま

が
見
つ
か
っ
た
の
は
初
め
て
。
古
典
文
学
の
成
立
過
程
を
解
明
す
る
第
一
級
の
史
料
と
な
り
そ
う
だ
。

反
対
の
面
に
は
万
葉
集
に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
が
、
古
代
か
ら
伝
わ
る
「
難
波
津
の
歌
」
が
記
さ
れ
て
い
た
。

両
歌
は
平
安
時
代
に
紀
貫
之
が
古
今
和
歌
集
の
仮
名
序
（
九
〇
五
年
）
で
「
和
歌
を
習
得
す
る
際
に
必
ず
学
ぶ
も
の
」

と
し
て
「
歌
の
父
母
」
と
記
し
て
い
る
。

両
歌
が
書
か
れ
た
史
料
と
し
て
は
仮
名
序
よ
り
百
五
十
年
さ
か
の
ぼ
る
。

木
簡
は
一
九
九
七
年
に
宮
の
中
心
部
近
く
の
溝
か
ら
出
土
。
幅
は
約
二

セ
ン

チ

、
厚
み
は
約
一

ミリ

で
木
簡
の
削
り
く
ず
と
さ

れ
て
い
た
。
長
さ
は
推
定
六
十

セ
ン

チ

。
筆
跡
か
ら
別
人
が
書
い
た
と
み
ら
れ
、
先
に
難
波
津
の
歌
が
書
か
れ
、
儀
式
な
ど
に

用
い
ら
れ
た
後
、
再
利
用
さ
れ
、
安
積
山
の
歌
が
記
さ
れ
た
ら
し
い
。

文
字
は
冒
頭
の
「
奈
迩
波
ツ
尓
」
（
難
波
津
に
）
や
「
阿
佐
可
夜
」
（
あ
さ
か
や
）
な
ど
一
音
に
一
字
を
あ
て
る
万
葉

仮
名
で
記
さ
れ
、
二
十
文
字
が
残
っ
て
い
た
。

ま
た
、
溝
の
埋
ま
っ
た
年
代
が
万
葉
集
成
立
直
前
と
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
万
葉
集
編
纂
以
前
に
記
さ
れ
た
木
簡
と
み

ら
れ
て
い
る
。
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市
教
委
は
「
儀
式
や
宴
会
で
歌
を
詠
む
際
に
使
っ
た
の
だ
ろ
う
」
と
し
て
い
る
。

難
波
津
の
歌
は
、
こ
れ
ま
で
木
簡
な
ど
で
約
三
十
例
見
つ
か
っ
て
い
る
。
皇
子
だ
っ
た
こ
ろ
の
仁
德
天
皇
に
即
位
を
勧

め
た
歌
と
さ
れ
る
。

安
積
山
の
歌
は
、
陸
奥
の
国
に
派
遣
さ
れ
た
葛
城
王
が
国
司
の
対
応
に
怒
っ
た
際
、
女
官
が
宴
席
で
詠
み
、
王
の
機
嫌

が
直
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
木
簡
は
二
十
五
日
午
後
一
時
か
ら
の
報
告
会
で
展
示
さ
れ
る
。

「
削
り
く
ず
」
一
転
大
発
見

大
阪
市
立
大
教
授
、
再
調
査
で

「
歌
の
父
母
」
の
存
在
を
約
百
五
十
年
も
さ
か
の
ぼ
ら
せ
た
大
発
見
の
陰
に
、
古
代
史
を
研
究
す
る
栄
原
永
遠
男
大
阪

市
立
大
教
授
の
鋭
い
観
察
力
が
あ
っ
た
。

木
簡
は
溝
の
中
か
ら
大
量
の
削
り
く
ず
と
と
も
に
泥
ま
み
れ
で
発
見
さ
れ
た
。
厚
さ
は
わ
ず
か
一

ミリ

で
、
木
簡
で
は
な

く
、
そ
の
削
り
く
ず
と
誰
も
が
考
え
て
い
た
。

表
面
に
「
奈
迩
波
ツ
尓
」
の
文
字
が
見
え
、
「
難
波
津
の
歌
」
の
一
例
に
す
ぎ
な
い
と
さ
れ
、
二
〇
〇
〇
年
の
学
会
誌

で
簡
単
に
紹
介
さ
れ
た
だ
け
だ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
昨
年
十
二
月
に
木
簡
を
再
調
査
し
て
い
た
栄
原
教
授
が
削
り
く
ず
を
裏
返
し
た
と
こ
ろ
、
「
阿
佐
可
夜
」

の
文
字
が
肉
眼
で
見
て
取
れ
た
。
万
葉
集
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
安
積
山
の
歌
」
と
直
感
、
「
こ
れ
は
大
変
な
発
見
だ
」

と
急
遽
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
の
赤
外
線
装
置
に
よ
る
分
析
を
依
頼
、
世
紀
の
発
見
に
結
び
つ
い
た
。

両
手
で
持
っ
て
木
材
を
削
る
鉋
（
か
ん
な
）
の
よ
う
な
工
具
を
使
え
ば
、
極
薄
の
木
簡
が
作
れ
る
こ
と
も
判
明
。
木
簡

研
究
所
に
新
た
な
視
点
を
投
げ
掛
け
た
。
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木
簡
の
両
面
の
赤
外
写
真
。
万
葉
集
の
「
安
積
山
の
歌
」
が
書
か
れ
た
面
と
「
難
波
津
の
歌
」
の
面
（
滋
賀
県
甲
賀
市
教

育
委
員
会
提
供
）

歌
の
全
文
と
訳
文

木
簡
に
記
さ
れ
た
歌
の
全
文
・
訳
文
は
次
の
通
り
。

「
難
波
津
に
咲
く
や
こ
の
花
冬
ご
も
り
今
は
春
べ
と
咲
く
や
こ
の
花
」
（
難
波
津
に
梅
の
花
が
咲
い
て
い
ま
す
。
今

こ
そ
春
が
来
た
と
い
っ
て
梅
の
花
が
咲
い
て
い
ま
す
）

「
安
積
香
山
影
さ
へ
見
ゆ
る
山
の
井
の
浅
き
心
を
わ
が
思
は
な
く
に
」(

安
積
山
の
影
ま
で
見
え
る
澄
ん
だ
山
の
井

よ
う
に
浅
い
心
を
わ
た
し
は
思
っ
て
い
な
い
の
で
す)


